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は
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登
場
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物
の
セ
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行
動
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と
し
て
構
成
さ
れ
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人
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事
件
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客
観
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写
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る こ 憂 い 乾 意 つ こ
こ と 愁 は 燥 味 た の
と の と ら な に 岡 句゜ で いL説 な に は

き つ と 明 る'、
る た 詩 に て 花 感
拝'的 す あ い 傷
情 繰 に き ろ ば 的的
り 反 ず う ら に

な 返 映'° が な
美 し し コ か 咲 つ
を 読 て 愁 、 い て失
ん'　 そ て'
つ で 故 が れ い ひ
て 愉 し 門 は た と
し し ら 岡 行 ゜ り
ま み ぬ 　 為L登
つ 味 青 や の と つ
て わ 春 ヨ 無 い て
い う の 花 味 う 行

6 7 8 9 10

1
が な に
正 る ふ
常 こ れ
に と
機'そ
能 つ れ
す ま を
る り 理
よ 機 屏'
う 能 す
に し る
な て こ
る い と
こ な か
と か で
で つ き
あ た る
る 感 よ゜ 受 う

性 に

b a b a c

1

回1無 数の天体系中に,高 等生物の生存を可能にする天体は他にな一
いというのは不合理で非科学的である。レかしなから,我 々か

万物の中心にはいないとい う考えに憤れるのはなかなか難しい

と人間は感じて来た。

2今 では人間が種としてすばらしい資質を授かってしるか,無 類

のものではないとい う事実を我々は認めねばならない。

3我 々は今までしたこともない仕方 で 物 を創り出す ことができ

る。人間のことで最 も貴重なことは我々人間か自分の目的を明

確にし,自 分の運命を形成できるということである。

'
(1)團(4)㈲

棚 「1脚II19【1開匹1鵬Ill■「Ill■圓網臨PL

■解説■
mnl■Pll「II鰍Ilm川■m■■圏rl10剛臆ト

ニつ の総合 問題,部 分訳,そ れ に和文英訳 と,

ここの 英語問 題 も形 が定 まった感 があ る。 問題の

素 材が親 しみのあ る内容の もので ある ことや,問

題 の性 格が明 確な ことか ら,昨 年 よ り平均点 がか

な り高 いだ ろ う。全 体的に みて(要 求 が多す き る

か も知 れない が)円 満 な基礎 力に裏 づけ られ た読

解 力1ζ加 え て,知 的 興味に支 え られ た常識 日木

語 に よる確か な表現 力な どが備わ っていて は じめ

て攻略 可能 といえ るだろ う。

田 都 市 と文 明に関 す るessayの 一節 と醤 わ

れ る問題 文 で,True-Falseと,選 択 肢の 語義問

題 。T-F問 題は大抵,各 項 目か問 題文の 部分 に

関 わ っていて,全 体 に渡 っていない か ら相 当部分

を探 って照合 し,問 題 な くTと で きる もの を と

る一方 では っき りFと す べ きものを 消 してい く

と 「合致 す る もの亘個 」の指 示が助 けにな って,

どち らと も決 めに くい ものの検 討だ け偉重 にやれ

ば よい。Tと して1(第 一par)4(第 二par

3,4文),5(第 三Dar),8(第 四p∵)か と

れ,Fと して2(第 二par後 半),3(第 三

paτ),7(第 三par)と 決め られ る。61に つい

て は第三par後 半で ここ まては具体 的にい って

い ない と考 え,9.はproducUveで ない こと即

ち1so艮atlo征fromnatureか と 疑 い,10は

e38ent且a1一 第 一parのasurbana3

urbamty皿t8eifはashardashardの 形 と

阿㎏s見mp且lc夏tyltselfが 重 な ったと 見very
characten3tlcofcltleso'醸 とと って 一 か ひ

っか か るな どと 考 え て 判 断 で きる。 ω1は

Whatls且earnedmthecradlelscarrledto

thetombを 曽い浮 かへ 。どして,こ の 諺 ては

cの 意味,bがthep星aceofongmだ った

ら`揺 鰹の地'で 日本語の比喩と同 じなのになど

と考えなが らこれに決める。2はtheseatof
vlrtueと 対照なら`悪 の巣窟'で やはり日本語の

煕翻 蹴1謝 瑠 い 失 当i 1ilI 」釈 情 劇

を 緒 あ
さ の る
れ み い
て を は
は 表 叙
な 現 事
ら し 詩
な て か
い い 、
か る 一
ら の 見゜
で 原
'因

と あ
も る
に い
文 は学 徴

と 候
し だ
て け
は を
不 表
十 現
分 し
と'
い ま
う た
よ 仔
う 情
な 詩解
が

一

l
I

の は 世
比 喩に通 じる。3も`寄 生 虫 か らaperson

8upPortedbyanotherandg且vmghlm

nothmgmretumの 意 味 をひ き 出 すの は易

い。 これが 都 市 に た と え て あ るわ け。4の

1uvestmentは す でに 日本語に なっ てい る。

国GeorgeMa悶oryな る登 山家の,著 者 と

の交 わ りてと らえた人物 評伝の 一節 。空概補 充の

ω は昨年の もの よ りうん と易 しい。aAflre

lendscheertoaroomを 知 らない人 はない一
だ ろ う。bτateAasB→beratedasB -
cexpectAtodo～dmorethaneve「一
で 「前 よ り一そ う」egetに 場所 か 続 けばto

をは さむ。 ω の'内 容 か曲 者。文 中の 語 句 と

mterchangeableな もの と限 らな い。1はpeak

の意 味す る ところに 重 点 を 置 けは9し か し

d13tant,whlteの 意味 が消 えて しま う。eやf

で は芸がな さす ぎる し,舌 足 らず な ことに変 りが

ない 。2はbをGeorgeandmeと 読 む。3は

先行 詞を問 う。関係 節中 のh蓬gchmbsか ヒノ ト。-
4は 似たようなことをしたことかある人は,積 み

上げるかくすすかで判断できるはず。5はu8ed
togQdrunkが はっきりh且saccu8tomedway

を叙述している。3は パラグラフの順に拾えば

396こ れにあえて加えれば,導入部か7と な

る。 佃りこの語アクセノトの問風 例語 も普段親

レんでいる無理のないものはか りだから,問 題文

を読む際,発 音が自分の頭に響 くまての習慣づけ

かあれば,記 号の書きらがえに注意する程度て難
♂

なく処理できる。

国 部分訳問題では特に,下 線部だけてなく全

体をてきるだけ綿密に読むことが大切だ。語 も文

も文脈に置かれてはじめて語義が定まって来るの
だか ら.celestlaisystemsの 訳 語 に困ったら

るのcon㏄a口 瓠 もいわゆる直訳では通 用 しな 謬

いだろう。総体に構文は無理がない。成否はむし3
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分一 を一 1る 極

iか ま「

1

1

1

「

1

に置 きか えてみ よ う。humanllfeは`人 命'よ

b`人 類'。 下線第 二文 はthehumanmlndha3

foundltか 訳 しに くい。 かな り工 夫がい る。

2のmakeourpeacew蓋ththefactthat～

も σ仲直 りす る'か らなん とか適 切な 表現 を工夫

しな けれ ばな らない。3createは`も の'を 創

るとで もしない と 日 本 語 と し て 通 ら な い 。

purpo8eをdeflneす る,degtmyを5h呂peす

ろ日本語 と して こなれ た訳文 が工夫 でき るか どう
4

笠難 籍}簾隷 瑳麓llせ
聡灘 謬綴 昊雑騰 誓返1
ことだ。例えば 「人前で話しをした り,何 か書い ≡

た りすると,自 国語で自分を表現するのでも難し≡

いものだと知る。外国語ならなおきらだ。外国語 ≡

は 一生 学 んでも,も のになるかどうかわからな1

い。 歪

した後で も英語が話せないのは当り前と考えてい

い。」とか,「話したり書いた りの経験から,私 達

い。何年 も学校で英語を学んで も日本人は英語か
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o
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(だか ら)日 本入か何年 も学校で英語を勉強

は自国語でも思うことを表現するのは難 しいこと`

を知っている。外国語に伴う困難は非常なもので3
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合 と を
の つ 買
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い 主 と
手 人 つづ
と た
る い 主
1ま う 人

届 誉`婁
来 い と
て な つ
'く く

裕 な に
福 つ 水
な て 中
人 し に
の ま 沈
襲 つ ん
に た で
な そ し
つ の ま
て 上 う'に た
、の

思 て
い'
か 今
け は
な も
く う
も 娘

い つ 悲 て 見 す
て て を'知 ぐ
'い え い ら に

い た ら た ぬ 自
ろ う れ 船 湖 分
い ら る が 上 を
う に よ 水 に 買
苦'う 中 出 い
労 白 に に 帆 と
を 馬 お 沈 し つ
し が 祈 ん た た

烈霧
ち の"き
ぎ ま 船 こ 急 連
わ に の の1ζ れ

疑 蟹 糠
ど 近1ζ た は て
り く す だ げ'
つ に が ひ し 大
い 寄 り た く津
た つ つ す な の
゜て い ら り海

来 て 百 浪 岸
た 水 山 が か
の の の 荒 ら
に 上 観 れ 船
す に 音 て に
が た の 乗
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珊系 田

'

あろスポーノの 大会 で,参 加 した"個 のチームはつぎの 方法

(リーグ戦形式)で 順位を争う すなわち,ど のチームも他の各チー

ムとそれぞれ1回 ずっ試合を行い,勝 ら数の大小によって贋位をき

めるものとする 今年の大会では,引 き分けが1回 も起 こらず
,また同順位

のチームかなかったという このとき,ど のチームもそれ

より下位のチームには必ず勝っていることを証明せよ

≧1)の チームを下 位チ ームか ら順 に7¶o ,T1,T2,
≦8≦ 解)の 勝 ち数 を(T`)て 表せ ば,仮 定か ら

0≦(To)<(T1)〈(T2)<<(丁 兄)≦ π

であ るが,各(T`)は 整数 て あるか ら

(T∂ 司(0≦`≦ η)②

とな る

[解答コ

問題の"の かわりに"+1を 用いてもさしつかえない π十1個(π

,丁霧とし,T`(0

①

いまもし,下 位チームに負けたことのあるチームがあるとすれは そ

のようなチームで最上位のものか存在 する それを丁冊とすれは 丁吊
より下位のチームは 鷹個あり,そ れらの どれかに 丁況が負 けているか
ら,② によって 丁航はそれより上位のあるチームT`に 勝 っているはず

である 即ち丁星はそれより下位の 丁鵬に負けている これは 丁
皿か下位

チームに負けたことのある最上位のチームであることに反する よっ
て下位手一ムに負けたことあるチームは存在しない

[解説]
いろいろの言い方かあるか どのような言い方をすろにしても事態の

内容を把握する襖 点 は上 記「解答」中の ② である0か らηまでの
π+1個 の整数値しか取れない π十1個 の整数(T

o),(T1),,(T")
かすべて相異なれは,そ れらは全体として01 ,2,η に一致せさるを得
ないから,(To),(T1)(T2),か 増加数列てあることを考 えれは

② は 「明らか」てあるとして[解 答]中 にはこのことは述べていない

ただし本間に限 らず,一 股に証明問題てはすべて,と の部分まてを明ら
かな既知事項として取扱 うかか大間題になるのてあるか,解 答か冗長に
なることをいわなければ 上記 「明 らか」の部分は数学的帰納法にても

よって証明するか,(Tの を 謬((0≦`≦館)の 関数 としてそのグラフ
,階段鐙グ

ラフなと)を かいて証明(と いうよう説明)す ることもてきよ

うが,ヂ リクレ(Dmch塵et)は このような事実の証明に次のような論法

を用いた チリクレの部屋割論法といわれるものてある 即ち η+1人

の人かすべてη個の部屋に人ったとすれは
,と こかの部屋に2人 以上入

っている この論法によれは(T`)(8三 〇,1,,π)全 体の集合が{0,
1,2,,η}と 一致 しなけれは,と れか2個 の(丁 正)か一致 しなけれは
ならない

さて,本 間の主要部は 「解答」の後段の部分にある ここでも簡潔を

旨とした論法をとったか 原理的には数学的帰納法の変形とみることか

できる 少し長くなり過きたか,そ の数学的帰約法によるものを示して

おこう

どのチームも上位チームに負けていることを証明すれはよい

② によって(To)=0で あるか ら,T・ は上位チームに負 けている

そこて ゐ+1個 のチームTo,T1,丁 遵 ④≦ゐくη)か すべて上

位チームに負けていると仮定する もし 丁軒1か 上位チームをもち(即

ち ゐ+1ぐ")T捻 耀 かそれより上位のあるチームT`に 勝っているとす

れは,仮 定によりTo,Tl,,Tゐ は 丁乏廿 は負けているから丁盈+1は
To,T1,丁 轟およひT`に 勝っていることになり(丁 身+1)≧々+1↓

1こ れは② に反する ゆえに71赴+1も 上位チームに負けている

これで証明は終るはずてあった

文系 田

直角をはさむ2つ の半直線OA,OB上 にそれぞれ点P,QをPQ
-24(α は正の定数)て あるようにとる このとき

,△OPQの 面積を最大
にするには線分OPの 長さをいくつすれはよいか

[解答]
PQの 中自をM,0よ りPQに 下した垂線

の足をHと すると,

△・PQ一去頭 ・碩 ≦栖 ㎝ 一・・

したかって△OPQが 最大になるのはOM

かOHに 一致 したときてあり,OP己v!78

となる

[解説]

Q卜

「＼
1

〆

・!

B

i

薮_
P

次のような。十算による力法の方か,出 題 者の 意 にそうかもしれない

(9)購 ゜P一縦 ・ 醐 緬 榔 ・・卸 … 一… の関数

・・一÷・・(… 一・・)の駄 を3次 関数のクラ・によ。て考・。とか
,

微分するこかして求めるか,多 少ましてはあるか椙加相乗平均の性質に

よった り,∠OPQ=θ とわいて関数5(θ)=42Sm2θ の最大を考える方

法 もある

いずれにしても;3+ン2=定 数のときのエyの 最大の問題で,誰 しも
が修得している基本問題である

理系 囹

ω ・≧・のとき 再 ≦静+1)を 示せ

呵:v王(・ 一量腿 く1を示せ ㈲ ・自欄

[解答]

ω 在 一去(珊 一一吉(vア ー1)・≦q旺 ≦去(・+1)

ω0≦ 二≦ゐならは

1一晋≧q(1_三 ゐ)査≧0鳶

∫ン 王(ト 雀々)毒血≦

v王(1_三 ゐ)適≦ 告(・+ユ)(1一晋)

∫:言(・↓1)(1一差)幽ぬ ①

1一彩 と・けは 一 ・一・ら 畜 一一・

9菅β 大 距 ξ筒〒・ 刀日眠

∫1去(・+1)(1一去)蒼ゐ 講1:壱(鳶+1-々')μ(一 ゐ)〃

一垂∫:((・・1)'・ 一・・…)・'一
、睾、 〈・ ・ ②

①,② か ら

∫ン 三(1_鉱ゐ)丑奴1
[解脱]

直勧 一去(・+・)曲 勘 一吾 伽 一… おける灘 である 。

れは 祠 の近くで石 が静+・)・ ・よ・て看似でき・という意味

を著

:砕 静 ト卸__∫:偏_)

の調 ・∫二・肩 吻 ・ら・・一 ・θ(o≦θ≦看)・ …

ぼ

'一脚 万∫1・m2θ鵬 … θ・・一… 万・
、轟 、・轟1・ 蟹 畜・多

これから証明は容易というわけてはないが1<1が 示される しかしこ

のような計算を行うまでもなくω の結果利用1ζよってω は容易1ζ解答

できる 即ち本間は」の値かおよそどの程度の大きさであるかを
,V王

を 静+・)・ おきかえ・・と・よ。て評価 しようというものであ,

…(ト 去)㌧ ・一… 一・・・・… 滋 ∫雑 融 ・・

撫..∫;… げ咄 ・重要・積分・あ…,・ の値・求… と・高校の
範囲を越えるのでこれ以上深入 うしない しかし本問はこのようなこと

に関連のある興味ある問題てある

文系 闊

∫(κ)=κ3-5労2+3κ+4と す る 劣の 正 の 値 に 対 し,つ ね に

1∫(κ)>0と なるの は どの よ うな ときか

[解答」
んの正の値に対し つねに ノ(多)>0

であろための 必要 十分条件 は,区 間

(0,0Q)に おけぞ ノ(κ)の最小値か正
であることである プ(z)=3κ2-10"

・・一病 春)(・-3)従 ・て ・≧・

の範囲て ∫(κ)の増減表は右表の通り

よって,問 題の条件は σ>9

[解説]

列iO「 去一3。 。「

ノ'(・)ト 回 一lo+

ノ(・)1・「・ ト1・一・レ

κ=σ一9は ノ'(切を0に するから∫(エ)の極値を与える候補者 であ

るか,こ の種の問題では,微 分可能てない点や,定 義域の端点では別途

の考察か必要てあることを忘れてはいけない しかし,本 間では名の変

域の端点0に おける ノ(π)の値 ∫(0)=σ は明 らかに α=9よ り大であ

ることかあまりにも明 らかであるとして上の「解答」ではくどく述 べな

かったが,時 間かありきえすれは述へておいた方がよい

文理共通 團

α,β」 か この順 に等差数 列で あ り,Smα,SlnβSlnrが この順

に等比数 列で あるの は との よ うな ときか

[解 答]

σ,βrか この順 に等差 数列 であ り,smα,smβsmγ か この 順 に

等比数列てあるとすれは β一1夢 ・sm'β 一・m・・m・ この第 ・式

鵬 ・式・代 入す る とsln2「 望 一s1…mα1一 鵬(・+・)

≡。・s(卜 α)-cos(r+α)。 ・s(r一 α)`1r一 α=2π π

(館は 整数)7一 β=β 一α麗ππ 即 ち 等差数 列 α β,rの 公差

は ηπ

この場 合 β≡α十ππr≡ α十2π πで,slnβ=(-1)"smα,smr=舳 α

とな り,smαsmβ,罰nrは 公比(-1ア の等比 数列 とな る

答 α β,rか 公差 ππ(π.は 整数)の 等差 数列 てあ るとき

[解 説]

答 の書 き方 は 一通 りとは きま らない 例 えは 「cos(r一 α)=1β=

「吉α 」・もかける・
・rS・ ・β一・m・・叫 β一 学 」・し・放置

す るの は,問 題 を写 して,「 その ような ときてあ る 」 と答 えるに等 しい

smρ=(-1)πslnσ,smr=smα の とき,等 比 数列s岨 αsmβ,
瓢nrの 公比はSmα+0な らは(-1)π に限 るが ,Slnα=0の ときは
伺 を公比 と して もか まわない ゆ 凡にsmα

,smβ,smγ は公 比(-1)昂

の 等比数 列を なす とい凡 る

文理 共通 園

平面上て,3つ の定点A,B,Cと 定円の周上を動 く点Pか ある　レ 　 　
ヘクトルPA+PB+PCの 大きさか最大になるのは点Pか とのよ

うな位置にあるときか

[解 答]
→ → → → →

定 円の 中 心 を0と し

　 　 　 　 づ の 　 つ ゆ 　1PA
十PB+PCI=σ 一ρ+う 一ρ↓`-PI=3ψ 一

　 　　シ うOA
=θ ,OB=ウ,㏄ 一`,OP=ρ とす る と

　 　 ゆ
゜+1+`1

=3碗1

つ づ 　

(・・だしG・ 蕊"+8〒 ・一 な碇 点)

したかって これか最 大となる点Pの 位 置

は次の点てある

〔1}Gか0と 異なる点のとき,直 線GOとB

円周との交βのうち0に 関しGと 反対

側にある点

ωGか0と 一致する占のとき 円周上の

任意の呉

G

A

0

、P

C

A

P

OG
B

C

[解説]
3声ABCの 重1いの利用てある 問題て求めている点Pの 位置 て

あるか ら 場合分けをしないで 「Gか ら一番遠い円周上の点 」 といっ

た表現 も もらうんよい

3定 点A,B,Cが 空間の点で,Pが 空間のある定図形上を動 くとき
,たとえば球面

上を動 くときも,ほ とんど同様に結論することができる

文理共通 團

ηと σユ,82,,σ"は 自然数 であ って ,不 等式

2≦ ・・≦・・≦ ≦・・,
、自、(1工一 σ`)-2>0

… すも・・す・ ・織(ト ÷)一 ・と・・

'り と くに 露=3と して
,5を 最 小 にする(4ユP41,902)を 求 めよ

ω η も自由に動か した 可能 なす べ ての 組(πP4コ,σ2,4据)の

うらで,ε を最小 にす る もの を求め よ

[解 答]

〔1)2≦ σ1≦6∂ ≦ σ8,5=1-」 一一⊥ 一⊥ ≦0と な る
α16283

(σ1,α2,48)は 次の ものだ けで ある(零)

(2,2,任 意の数),(2,3,3),(2,3,4),(2,3,5),(2,3,6),(2,4 ,
4),(3,3,3)

[(*)の 証コ

2≦ ・、≦ ・,≦ ・、,0≧S+⊥ 一⊥ 一⊥ ≧1-⊥
σ1414248

σ1=2ま たは3

の一・の・… ≧・一を ÷ 一去 ≧を 畜

(σ1,σ3)=(2,2),(2,3),(2,4)

(σ1,σ2)=(2,2)の とき,任 意の σ訓τ対 して ε<0

(41,σ2)=(2,3)の と き5く0と なるの は48=3,4.5,ε=0と

な るの は43=6

(81,σ2)=(24)の とき,ε<0と なる σ8は な く,S苫0と なるの

は β3=4

・・一・・とき・・≧・キ 去一一む ÷ ≧争 畜

(σ1,α2)=(33)こ の とき4a=3(証 終 り)

∫を小 さ くす るには(*)の 組以 外で σ1,α2,侮 をなるべ く小 さく

す れは よい す なわ ち

(2,3,7)(2,4,5),(3,3,4)

が最終候儲 ・し・残る これ・対・… それぞれ 士 ・古,

尭 ・な・か・・求・・ ・… 刎 ・)… 聯 ・・最小・は ・誌

ω 明らかに,可 能な組というのは 解≧3の ときである

2≦ ・、≦・、≦ ≦・。,S=・-2-⊥ 一⊥ 一 一⊥ ≧ 。-2
α1420π

π η 一4

22

る棚 らか に2>万

よって,Sを 最 小にす る(η,41,α2,,σ 昂)は

(3,2,a7)[解脱]

すべて の組 につい て もれな く調べ 窄最小 を決定 しな けれはな らない

ω・上・解答・・レ ÷ 一去 一去 … 条件姶 わな・も・か

有限偶 てあ る ことを見越 してます それ を検 出 し,そ れ を避 けて,41,砺,

43を で きるだけ小 さ くす る とい う方法 を とったか,も し1--1-一 一玉一

一÷ ・・の条件… 繍 ・・のか・・を・小・す・義 麟

とすると,`も れなく調べる"と いう点 ξ慎重な心遣いかいる

例・は ・・一・の場合,・一÷ 一÷ ÷ 〉・・ ら ・・≧… 必要

てあるか,そ こで82=3と して(01,ロ2,σ3)=(2 ,3,7)を 出 した と

した ら(2,4,5)の 場 合か(結 果 と しては不 適て あ るが)調 べ られて い

な いこ止 にな る

理系 囹

η=4の 場合,σ1=σ2=48=砺=2の ときS二 〇 で他 はすべ てS♪0

で あるか ら,問 題 の 最小 値は(417σ2,σ3,4蛋)=(2,2,2 ,3)の とき

言 とな・

・≧5の 船 ・は ・・一・・一 一・・-2の とき最小値 亨 をと

解一41

△ABCで ∠A90°,AB=AC-2と する 頂点Aか ら斜辺BC

に垂線AHを ひ くLHは その交点)半 直線AH上 に中心0を も

つ半窪1の 円を考える

(1L会ABCの3つ の辺か円0の 周とそれぞれ2点 て 交 わるのは,
AO=劣 がとのような範囲にあるときか

ω △ABCと 円0の 内部の共通部分の面積 をSと する κか(1)
の範囲にあるとき,Sを つきの関数F(つ を用いて表せ

…)一 ・∫}V1-。 ・砒 ・・盆'≦1)

。。 ・・ ω の鯛 ・あ・け ・ 夢 を求め,・ を鰍 にす、

κの値を求めよ

[解 答]

(1}0がHに 一致するとき,即 ち,瓦◎=V7の とき,円0は 辺AB,
ACに 接する このことより△ABCの3つ の辺か四 〇の周とそれぞれ

2点 て交わるAO=κ の範囲は

1≦ 瓢くVコ

てある'A

ω1≦ 名くV喜 のとき,Oよ り辺CA,

ABに 下した垂練の足 をそれぞれK,Lと す

ると・(悪V7-・ 諏 一(兀一毒 であ・

から,右 の図において斜線で示された3つ の

弓形の部分の面穣5ユ,S量,ε8は

・・一・∫1炉 ・・-F・伽 ・・ 告

ユ
∫・一ε・-2∫毒 ・・一・・4・一喘)

となる ゆえに

S=・12-SrS・ 一・・一・-F(v歪 一工)一・F(毒)(1≦ 《

ゾ2)

19752F3月10口(月 噌 日) (2)

田゚苦F(一 一堪 ∫附 … 一 ・

苦 ・F(毒)一噌 ∫ヲ確 ・勲 一一・πvr亨
罵一2～/2_κ2

書 一一2-・2V2曜 ・
2(3-2v7餌)

V2-・2+ぜ1-(V2-・)・
。

従 って,1≦ ∬〈v7の 範 囲でS

麗減辮 醗 瀦 閣

3～7

4曙題
'

1

・。3{・ 。ある 嗣 レ[最 大N/

[解鋭]
εを関数F(r)を 用いて表すζとはSの 様子を図形的に理解できる点

箏叢奪罐移二、濃鶉 鷹麗辮 諜 蕗.
分可能・関数・とき・ 苦 蜘)・ 呵(・ ・.,)・、。 となる これ。合

成関数の微分法である 解答ではこの事実を用いている

次のように図の上で微分法を実行する手がある 即ち円の面積は弦の

長 さの積分であることから,こ の面積を(た とえば変数をκとで もして)

劉鷲灘!謂 罫離 塞憂濫
増加に対するOKお よび配 の増加を考えれば明 らかである ゆえに

弦H誘 ・弦・・弦 ・)・ とき・・の極値。与える この.と から

一3乎 ・あ… かす・わか・

文系 團

躍o=o・ 犀鴨=2
嘱 剛一1

に よ って定義 す る このと き

ω 毎 を ηと4で 表せ
ノ

ω 野 ・(π。_1+主π)・ 求・・

8か 実 数で σく≦」の と き,数 列 κo,κ1,κ2,
1(

η=1,2,3, )

,多", を

[解答]

ω 筋 一1-2 一圭
。一、-1一 彊 暑

知 一、+1と す る と① に よ って ㌔+1

π=0.1,2,に 対 して 編 干1① か ら

①

1 一1

そ して 劣o=σ 十1ゆ え に

1 _一 劣霧_1一ト2

1 十π =
π霧一1

1一謬

-

κ認_1-1

κn_1-1

1↓0=

エ。-r1+(紹 一1)=

。.・ これ・ ら ・・一・・(、 場.、

で あるか らこの式 は π=0と して も成 り立つ

8-1二
π=1十(1 一の π十1

(館罵1,2,3)

ゆえに

(π=0,1,2,)

ω 黒 η2("バ1+⊥)一撫 ・(
、、3議.、+告)

=㎞11
・"。・ト4+⊥1-o

η

[解 暁]

1
50-1

κo=σ

のグラフと直線 ン罵嵩ン=2 -"

をかいてみれば ∬=1で 接している
ことから κバ1=の 変形は当然

思いつく また,ど んな方法にして

も ・・一・・(1場.、 ・出 鵬

合,そ の発見にいたる道筋まで採汽

者に公開する(下 手ぷ りをさらした

り上手さを賞めてもらう)必 要は全

く無い 次に示すのか最良の模範答

案である

(答案)

σ一1靴=1十

解答の2行 目は 「κ"_1<1と すると2一 κ"_1>1と な り0く 毎 くi

である ゆえに 勘 く1と 合わせ考えて"=1,2,3,に 対してつねに

0<翫 く1」 としてもよい これは分母0の 項が途中で現 れはしないか

という心配を打消す役をする

1

(1一 α)露十1

α一1

(π=0,1,2,)

(証明)z鳶=1†_(1 一σ) 十々1

①

1
=1十

σ一1

1とす る と η
轄=2 一η

2-1～(ユ ーα) 十々1

=β となって"=0 ,1,2,の すべてに対して ① で表された箱 は問

題の条件をみたす さて,問 題に定 義 された数列は∬o即ち8の 値に対

して一意的に確定することは明 らかであるか ら,① 以外の ものはない

(答案終 り)

(擁 は σ,"の 関数として一意に確定するか,そ の関数を表現する式は
いくらでもある)

ω の意味

ト 告 は・の捌 で ・一・の船 の ・卜、・等しいから,獺 ・で始

まるこの数列の第 π一1項 と初項 σ(〈1)で 始まるこの数列の第"項 と
の差 ガ2と 同しオーターで0に 収束するということをω は矛 してい

る この・と・問題の一見意味のとり・こく・・式(・ バ1+÷)の 理解 ・

役立つ

(α 一11一σ)(ゐ+1).、とな り・嗣 ・ 等1

㈲京都 大学新 聞 50周 年 特 別 企 画

4月7日 号 ■学生 と文 化 ■

○京 都 大学 新 聞50年 史

○学 生 と文 化 その50年 史

4月1姻 号 ■京 都 学 派 ■

〇三 木清 と京 大哲 学

○高橋 和 巳 と文 学 者 な ど.

4月21日 号

oア ノア問 題

な と

京都 大 学新 聞 は1925年 創 刊 以 来 、激動 の 昭

和 史 を、 京大 唯一 の マ ス ・メ デ ィア と して

追究 して きま した。 今春 、記 念 す べ き50周

年 を迎 え、 その伝 統 を踏 まえ て、一 層 の飛

■新 しい半世紀のために ■

第1本 科(昼 間・総合)

1類(国 公立組)

2類A(私 大組)
'

9

}
入学

選考

2類(私 大組):申 込順

選考試験日

▼ ▼ ▼

4

月

9

日

4

月

3

日

3

月

29

日

●第2本 科(夜 〉:申 込順

●高校生教室(夕):申 込順

附属…全国進路研究所

鉄筋5階 建 ・冷暖房・学生寮

通学定期 ・全組担任制

響

恥 目指 して い ます.こ の機 会 にぜ 碇 期'° 現代 にお け る く個 人〉 とは何 か な ど・

購読 をお 申 しこみ 下 さ い。 京 都 大 学 新 聞 社
。 。。 京都市左京区吉田京大構内TEし(075)761-2054

⑰543大 阪市 天王寺 区堀 越町6-3

国鉄 天王 寺駅北 口/TEL大 阪(06)771-4803

●入学 案 内

¥200(切 手可)

ゆ 髄

b▼ 隔

1

ら

、、
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